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伊賀びと（伊賀市）奥 真也
お く  し ん や

さん(44) 三重県骨髄バンク推進連絡会議「勇気の会」伊賀支部長 

 骨髄バンクを支援する活動団体「勇気の会」が伊賀に生まれて約１０年。その支部長として５月２８日

（土）伊賀市文化会館で「全国骨髄バンクボランティアの集いｉｎ伊賀」を開催する準備を進めている。 

 上野青年会議所会員だった１９９７年、白血病や再生不良性貧血、先天性免疫不全症などの血液の難病が骨

髄移植で救えることを啓発する「勇気の会」伊賀支部が発足。その会員として、骨髄バンクの勉強や情報交換

のほか、街頭での啓発用ビラ配りや演劇上演の裏方として地道な活動に携わってきた。なかでも、白血病と診

断された少女・千華子とその周辺の人々を描いた愛と命の感動の舞台「華」への思い入れは熱く、今回の全国

大会でも支部会員らがキャストとして上演する

「華」が、骨髄バンクについて広く知ってもらえる

きっかけになることを期待している。 

 一人っ子で人付き合いが苦手だった奥さんは、同

会議所の活動を通して、立場の違う人たちとの意見

交換や交流の楽しさに目覚めていった。勇気の会も

多彩な仲間の集まりで、「啓発活動をしながら、メ

ンバーの輪を広げていきたい」という。 

 骨髄バンクの啓発活動に演劇を取り入れているの

は伊賀支部が全国で唯一ということから、その貴重

な取り組みをさらに発展させるためにも、「参加し

ていただけるキャストやスタッフを募りたい」と呼

びかけている。 

 問い合わせは、勇気の会（三重県骨髄バンク推進

連絡会議）電話０５９（２２６）８４０６まで。 

伊賀びと（名張市） 中山 登貴
なか や ま   と   き  

さん（44）  NPO法人「和嬉会愛（わきあいあい）」代表 

 高齢者を個人で支えるのは限度があると、介護保険のデイサービスに独自のサービスを盛り込んだ宅老所

「ファボール鴇（とき）」を６月に開設するための準備に奔走して

いるという中山さん。「高齢者の声に応えたい」という願いが結実

しようとしている。 

 名張市内の老人保健施設と伊賀市内の老人ホームで介護職として

計６年勤務したが、NPO法人取得のためにこの３月で退職した。高

齢者の自立を支援するボランティアグループとして「和嬉会愛」を

４年前に立ち上げたのは、介護に携わっていた施設で「行きたい所

へ行ける制度ってないのかな？」というお年寄りのつぶやきが決め

手だった。 

 仕事の合間に、グループの会員と介護職の勉強会を定期的に開き

ながら高齢者へのボランティア活動に精を出し、当初は２人だった

会員も今では看護師や介護福祉士、ヘルパー、支援者など３４人に

まで膨らんでいる。かつての同僚は「こんな人に介護してもらいた

いな、と思うような人」と、中山さんの仕事ぶりを言い表す。 

 四季の草花が美しい公園に面した「ファボール鴇」は、デイサー

ビスのほか緊急時の一時預かりや宿泊も引き受けるが、あくまでも

基本はデイサービス。そのほか、高齢者の生きがいづくりのために

週１日オープンする喫茶店「たくま」や、高齢者サロン「クラブハ

ウス」など、お年寄りの望む地域の場所づくりを順次実現へと導い

ている。（２面に関連記事） 
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新垣勉おしゃべりコンサート 
幾多の苦境を乗り越え、平和を祈る全盲のテノール歌手 

【日時】５月２２日（日） 開演15：00 

【会場】ふるさと会館いが 大ホール 

【料金】前売3,000円（当日3,500円）全席指定 

【主催】ふるさと会館いが文化振興事業団 

    M’sPRODUCE 

【問い合わせ】0595(45)9125（ふるさと会館いが） 

【新垣勉プロフィール】 

1952年沖縄に生まれる。在留米軍と沖縄女性との間

に出生。生後まもなく助産師の過失により失明する。両

親は離婚し父は帰国、母は再婚。祖母に預けられるが祖

母も他界。助産師を憎み、自分を見失っていた時、牧師

と出会いキリスト教を知る。牧師となったが、天性の歌

声が見い出され、声楽を学び留学後テノール歌手として

出発した。そして今、自分を救った音楽の素晴らしさと

平和へのメッセージを伝え、荒廃する青少年の心に「オ

ンリーワンの人生を大切に！」と呼びかける活動を展開

中。心を揺さぶる歌声は多くの人々を魅了している。 

 第５回阿山チャリティーカラオケ 

コンサート 観覧者募集 

阿山カラオケ愛好会『雉の会』では、少しでも何か

の役に立つことをしたいとの思いで、チャリティーカ

ラオケコンサートを開催します。多くの方のご来場を

こころより、お待ちしています。 

【日時】７月３日（日） ９：００～１７：００ 

【場所】阿山文化センター “さんさんホール” 

【主催】阿山カラオケ愛好会 雉の会       

   （代表：岡本泰洋） 

【後援】伊賀市社会福祉協議会 

※カラオケの出演者については、既に申込を終了して

います。 

※観覧ご希望の方の事前申込、入場料は不要です。お

気軽におこし下さい。 

※入場の際にチャリティーのご寄付をお願いします。 

 

 

 

 

朗読ボランティアグループ 

はあと＆はあとメンバー募集 
私たちは２年前に発足した朗読ボランティアグルー

プです。地域の老人ホーム、デイサービス、敬老会、子

ども会などで、読み聞かせの朗読・寸劇・紙芝居・人形

劇パネルシアターと幅広く発表させてもらっています。

特に紙芝居は、昔ばなしを自分たちで書いています。 

 ※特に男性の方大歓迎！！ 

【練習日】毎月第２・第４火曜日 

【練習場所・連絡先】 

 はあと＆はあと    

 高石千恵宅（伊賀市下友田） 

 電話・ＦＡＸ ０５９５（４３）９１０５ 

 伊賀市自治基本条例勉強会 
私たちの住む伊賀地域では６市町村が合併し昨年１２

月２４日から「伊賀市自治基本条例」が公布、施行され

ました。全国に広がりつつある地方自治の流れの中でも

この伊賀市の取り組みは先進性が高く、注目を浴びてい

ます。 

これまで阿山と青山で勉強会を開催し、自治基本条例

に興味を持たれている方が参加してくれました。そこで

旧市町村すべての地区で一通り自治基本条例の勉強会を

開催し、更にステップアップして学習を進めていく予定

です。 

＜これからの勉強会の予定＞ 

内容は同じです。いずれかの勉強会にご参加下さい。 

５月１０日（火）【会場】島ヶ原会館 

５月１５日（日）【会場】三重県伊賀庁舎 

５月２８日（土）【会場】大山田農村環境改善ｾﾝﾀｰ 

６月 ７日（火）【会場】伊賀支所農業総合ｾﾝﾀｰ 

いずれも１９：００～２２：００です。 

【参加費】２００円（会場費他） 

【申込】W.T.Aまちづくりセンター 中盛まで 

電話 0595(24)7612 携帯 090(3302)0627 

※「伊賀市自治基本条例」の印刷物をご持参下さい。 

※会場の都合により必ず事前にお申し込み下さい。 

 「新しい介護をはじめよう」  
【日時】５月１４日（土）１０：００～１５：００ 

【場所】名張市総合福祉センターふれあい   

【内容】講師 生活とリハビリ研究所 三好春樹 

 講座内容 

  講演Ⅰ 「介護とは何か」    

  講演Ⅱ 「痴呆ケアとは何か」  

  実技  「新しい介護のための実技教室」   

【参加費】３０００円 

 【申込・問い合わせ】ふくしと介護を考える会 

 伊賀介護JINのつどい 和嬉会愛   

 電話・FAX 0595（68）2390 （中山） 

 ﾒｰﾙ tok@nava21.ne.jp 

 交流スペースをご利用下さい！ 
 「交流スペース」とは、ボランティア同士の交流の場

です。 ボランティアの皆さん、ボランティア活動に関

心のあるかたも、自由にご利用下さい。 

【場所】名張市総合福祉センターふれあい 

    2階ボランティアルーム 

【開設日時】週１回３時間程度 

《5月の日程》 

 ６日(金)13:00～16:00  １３日(金)9:00～12:00 

１９日(木)13:00～16:00  ２７日(金)9:00～12:00 

【問い合わせ】名張市ボランティアセンター 

 電話０５９５（６３）１１１１ 



伊賀び～と５月号（３） 

サークル名 曜日 サークル時間 会場 連絡先 

阿山手話サークル 第２・４木曜 19:30～21:00 阿山文化センター 伊賀市社協阿山支所 

0595(43)1854 

いがまち手話サークル

わかば 

第１・３木曜 20:00～22:00 いがまち保健福祉センター愛の里 伊賀市社協伊賀支所 

0595(45)1012 

島ヶ原手話教室 月１回土曜 19:30～21:00 島ヶ原会館 島ヶ原公民館 

0595(59)2058 

青山手話サークル 毎週金曜 20:00～21:30 青山公民館 伊賀市社協青山支所 

0595(52)2999 

大山田手話サークル 第３火曜 20:00～21:30 大山田農村環境改善センター 伊賀市社協大山田支所

0595(47)0780 

上野手話サークル 毎週水曜 19:00～21:00 上野ふれあいプラザ 

 

かしの木ひろば（第１のみ） 

伊賀市社協上野支所 

0595(21)5866 

かしの木ひろば 

0595(21)2745 

手話サークル木曜会 毎週木曜 10:15～12:00 上野ふれあいプラザ 伊賀市社協上野支所 

0595(21)5866 

伊賀市内の手話サークル（上野手話サークル提供） 

伊 賀 地 区 の 手 話 サ ー ク ル リ ス ト 

名張市内の手話サークル（名張市ボランティアセンター登録グループ） 

サークル名 曜日 サークル時間 会場 連絡先 

手話サークル 
「若竹会」 

毎週木曜 19:00～21:00 名張市総合福祉センターふれあい 

手話サークル 
「さくらんぼ」 

毎週月曜 10:00～12:00 名張市総合福祉センターふれあい 

手話サークル 
「みはたわかば」 

第1～4土曜 20:00～22:00 美旗市民センター 

杉の子＆ふくし 毎週金曜 19:00～21:00 名張市総合福祉センターふれあい 
名張手話学生の会 月2回土曜 9:00～12:00 名張市総合福祉センターふれあい 

名張市社協  

0595(63)1111 
 

 ご存じですか？青い鳥郵便葉書無料配布 
 郵便局では、身体障害者及び知的障害者の福祉に対する国民の

理解と認識を更に深めることを目的として、重度の身体障害者の

方及び重度の知的障害者の方で希望される方に、青い鳥をデザイ

ンしたオリジナル封筒にくぼみ入り通常郵便葉書をお入れして無

料で差し上げます。 

《配布の対象となる方》 

 重度の身体障害者(1級又は2級の方) 

 重度の知的障害者(療育手帳に「A」(又は1度、2度)と表記され

ている方)  

《受付期間》平成１７年４月１日(金)から同年５月３１日(火)まで 

《配布葉書及び枚数》 

 くぼみ入り通常郵便葉書お一人につき２０枚 

《申込み方法》 

 申込用紙がお近くの郵便局、福祉事務所及び児童相談所の窓口

に備え付けてありますので、身体障害者手帳又は療育手帳を提示

し、必要事項を記入してお申し込み下さい。(代理の方でも結構で

す。) 郵送による申し込みも可能です。 

《配布の方法》 

 ４月２０日(水)以降、身体障害者の方及び知的障害者の方の住所

又は居所を受け持つ集配郵便局から郵送します。なお、４月２０

日(水)以降に、住所又は居所を受け持つ集配郵便局に直接申し込ま

れた場合は、その場でお渡しします。 

 
第7回伊賀の手づくり作家展 
・・・伊賀に人あり、技に文化あり・・・ 

【日時】５月２８日(土) 9:00～17:00 

    ５月２９日(日) 9:00～16:00 

【会場】①アスピア1F（南町）② 丁字屋

（本町）③伊勢丈ギャラリー（松崎町） 

④ギャラリー楽（松崎町）⑤木屋正（本町）

⑥大為（本町）⑦はなびし庵（中町） 

 【問い合わせ】メガネセンターふじもり 

 電話 ０５９５（６４）１９７０ 

【出展作品】作家約60名（入場無料） 
コーンスターチの花・ワイヤークラフト・木彫り・陶芸・炭の

オブジェ・万葉集歌・草木染め・羊毛織・縄文杉・シルエット

トール・額装・ステンドグラス・和紙ちぎり絵・押花・生花・

カントリー家具・ガーデンライフ・パッチワークキルト・欧風

刺繍・絵画（油絵・パステル・水彩・鉛筆他）・シルク&ブリ

ザーブドフラワ－・編物・パーチメント３Ｄクラフトディパ－

ジュ・着物古布・ちりめん細工・彫刻・似顔絵・カントリ－

ドール・木目込人形・トールペイント・ビーズ・建具ほか 

【主催】名張シンクス 

【共催】伊勢丈・木屋正・ギャラリー楽・丁

字屋・大為・中村家具・はなびし庵 

【協賛 】伊賀フォーラム2010・名張地区ま

ちづくり推進協議会     

【後援】伊賀県民局・名張市・名張市教育委

員会・名張商工会議所 
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秋の梅林は一気に寒々しい気配になります。この時

期は梅の木にとって、とても大事な季節なのです。来

春、きれいな花をいっぱい咲かせ、梅の実がたわわに

実るための、手入れの時期に当たるからです。天に向

かってスッーと新しく伸びた枝を剪定したり、有機肥

料を撒いたりと、会員の有志も専門家に教えてもらい

ながら作業に参加しました。剪定したり古くなって実

をつけなくなった枝を、刈り取った雑草と一緒に燃や

して焼き芋も楽しみました。 

その後梅林に設置するベンチ作りも始めています。

さらに、会員たちが年間通して楽しめるような企画も

考えようという機運が高まっており、会の発展が期待

されます。 

梅の会のホームページも立ち上がりました。 

http://akame-umenokai.at.webry.info/ 

アルバム一覧も掲載しています。また、伊賀地域グ

リーンツーリズム推進協議会の会員登録も行いました

ので、会の活動や行事案内が同協議会のホームページ

に掲載されています。検索は伊賀市の伊賀上野観光協

会にアクセスして下さい。 

 

梅の会についての問い合わせは 

事務局・深山 

電話０５９５（６６）０６７８まで 

「なばり赤目・梅の会」便り   

～最終回～ 

 
ユニバーサルデザインアドバイザー 

養成講座（伊賀会場）受講生募集 

【開催日】７月・８月（8/13除く）の毎週土曜日 

【時間】１３：３０～１７：００ 

【開催場所】ゆめぽりすセンター第２会議室 

      伊賀市ゆめが丘一丁目１番の４ 

      電話 ０５９５（２３）０３１０ 

【受講料】無料 

【募集人員】４０名 

【講座内容】ユニバーサルデザイン（UD）概論 

 ＵＤ関連条例・整備基準 

 高齢者の基礎知識・知的障害者の基礎知識 

 視覚障害者の基礎知識・妊産婦の基礎知識 

 肢体不自由者の基礎知識・聴覚障害者の基礎知識 

 体験実習（車いす、高齢者疑似体験） 

 まちかどウォッチング  他 

【申し込み・問い合わせ】 

 ６月１７日（金）締切 

 伊賀市三田921 ハートシップ事務局 

 電話 ０５９５（２３）０２８４＜担当さがら＞ 

 ＦＡＸ０５９５（２３）９９３９ 

【主催】まちづくりの会ハートシップ・三重県 

【協力】SOUWA999 

【後援】伊賀市・伊賀市社会福祉協議会 

【備考】修了者に三重県から修了証書を渡します。 

《輪転機のご利用について》
当センターは基本をA３と考えています。
理由は低料金でご利用いただけるよう、
考えているからです。

例えば、・・・・ A４サイズのチラシを５００部、印刷するなら
A４用紙に A４用紙に A３用紙に A３用紙に
片面印刷 両面印刷 片面印刷 両面印刷

マスター 50×１ 50×2 50×1 50×1
小計 50 100 50 50

インク 1×500 1×500×2 1×250 1×250×2
小計 500 1000 250 500

用紙代 1×500 1×500 2×250 2×250
小計 500 500 500 500
合計　　 1050 1600 800 1050

↓ ↓
裁断する 裁断する

出来上がりサイズ A４ A４ A４ A４

　用紙の持込をしていた
だくと、用紙代がかかり
ませんので、あらかじめホーム
センターなどで購入しておいて持ってきて
いただくといいですね。ホームセンターも
値段が多少違いますので、普段からチェックしておくといいですね。
コピーとの比較では
６０円で コピー ６枚 ６０円

用紙代込印刷 ３～４枚 ５９～６２円 場合によっては
用紙持込印刷 １０枚 ６０円 コピーがお得?

７０円で コピー ７枚 ７０円
用紙代込印刷 ６～７枚 ５８～７１円 場合によっては
用紙持込印刷 ２０枚 ７０円 輪転機がお得?

８０円で コピー ８枚 ８０円
用紙代込印刷 １０枚 ８０円 やっぱり輪転機が
用紙持込印刷 ３０枚 ８０円 お得ですね!!

　会費等を有効に活用するために、輪転機とコピー、お得なほうを使い分けてくださいね。

なお、輪転機では写真印刷に限界がありますので、あらかじめご了承ください。

〒518-1395　伊賀市馬場1127番地（伊賀市阿山支所西隣）多目的集会施設内
電話：0595-43-1135（代表）　FAX:0595-43-2204　  E-mail：igasksc@ict.ne.jp

印刷する紙サイズ

伊賀市市民活動支援センターより、お得な印刷機情報です！！

A３に印刷
すると２５０円
　　お得に！

A３に印刷
すると５５０円
　　お得に！

A３用紙に印刷するには、片面印刷なら同じものを
２枚並べて、両面印刷なら裏表面を並べて原紙にし
ます。両面印刷の場合は、そのまま表面を印刷した
ら紙を裏返して再度セットして、同じマスターのまま
印刷すると裏表別の原稿が印刷できてお得です!

Ｗ.Ｔ.Ａまちづくりセンター 



伊賀び～と５月号（５） 

 
名張 子どもの本の連絡会 

 
 

 
2003 年４月名張子どもの本の連絡会は、より良い

読書環境作りをめざし、名張市を中心に伊賀市や近

隣の子どもの本に関わるかたがたとの情報交換の

場になればと誕生しました。 

 

☆学校の図書室や文庫、公民館、様々な場所で読み

聞かせや、子どもの本を使った活動をしている方、

又は活動をしてみたいと思っている方はいらっ

しゃいませんか？ 連絡をお願いします。個人・

グループ・老若男女を問いません。  

☆連絡・相談・問合せなどは、下記（代表）まで  

☆HP からもメールできます。 

名張 子どもの本の連絡会 ＨＰ なばりっこ連  

http：//www.nava21.ne.jp/~ehon 

 

 お 知 ら せ 

代表 高見 紀久代  

      TEL（６８）０２２６ FAX（６５）７５８８ 

 

「同夢」＠ユニバーサルデザイン専門の市民活動団体です・・http://www.doumu.net 

 ユニバーサルデザインのまちづくり講演会 

『人にやさしいまちづくりをめざして』

☆日時：６月４日（土）１３：３０から１６：００

☆場所：美旗市民センター ２階多目的ホール 

   （名張市美旗町南西原２２９番地の３ 

    TEL：０５９５－６５－３００７） 

    近鉄美旗駅より徒歩１０分 

☆講師：摂南大学工学部建築学科 教授 

     田中 直人 氏 

☆費用・申し込：不要   

☆手話通訳・要約筆記あり 

☆問い合わせ：（２３）９５１３ 孫 

▽！！完成しました！！△ 

誰もが安心して歩いて暮らせるまち 

誰もが住みたいまちづくりを考えませんか？ 

すべての人にやさしい歩行エリア 

『調査マニュアル』 

２００５年３月 

「ユニバーサルデザインの歩行空間協働塾」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「ユニバーサルデザインアドバイザー 

養成講座 報告書」（伊賀） 

２００５年３月 

ＮＰＯバリアフリースタジオ「同夢」 

・必要な方には差し上げます。 

・連絡は同夢、孫までお願いします。 



伊賀び～と５月号（６） 

「全国骨髄バンクボランティアの集いin伊賀」 

5月28日(土)  13：00～ 

伊賀市文化会館 入場無料 
 命のドラマ  演劇「華」 

 中溝裕子さん講演会「前向き思考の大切さ」 
 骨髄バンクの登録を呼びかけるボランティアグループ 

勇 気 の 会  伊 賀 支 部 

 

【お問合わせ先】 

 0595(23)7175  山本まで 

 

     

人生を豊かに楽しく生きるために、4月から開講した

NPOが運営するカレッジです。 
 

５月６日(金)１０：００～１２：００ 

 ｢おもいっきり童謡を歌う会｣ 

５月１３日(金)１０：００～１２：００ 

 ｢一閑堂にて季節の料理を楽しむ｣ 

５月２５日(水)１０：００～１２：００       

 ｢お宅の防災・ホームセキュリティは大丈夫？｣           

 講師：防災士 谷 光司さん 

 

【場所】人と人との出会い館「カナダ」        

 伊賀市阿保2034(青山福祉センターの裏)  

【募集人数】 ２０名 

【参加費】 実費 詳細はお問い合わせ下さい。 

【申込方法】電話・FAX・メールのいずれかで。 

【問い合わせ】ロイヤルコミュニケーション友の会 

 電話＆FAX ０５９５（５２）１７７３（吉川 ） 

 ﾒｰﾙ ykeiko@ybb.ne.jp 

 携帯電話０８０（１４２９）２６８４（立田）    

 ﾒｰﾙ akichan@beige.plala.or.jp  

５ 月 の 講 座 案 内 

【ホームページにてアンケート実施中】 http://www.g-ring.com/index2.html 
 
イベントに参加してみて「思ったとおりのイベントだわ」と思えることもあれば、「あれっこんなのだったっけ？」 

と感じる事もあるのではないでしょうか？大きなイベントになればなるほど、様々なおもいや目的があって。そ 
の感想や評価も企画の思惑とは必ずしも同じではないのが実情です。。。 
参加者・来場者の思いはどこにあるのか？アンケートを行い傾向を探ってみようと思います。 
 
質問を公開中です。＜もし、あなたが「参加しないといけない」とすれば、どれを選びます？ ＞ 
●びびっとした雰囲気が好評、でももう少しお客さんこないかな 
●参加費用とか結構低く抑えているけど、机とかも運んだり 
●たくさん・たくさん人が来るけど、賑やかすぎかも 
●すごく有名なイベントだけど、主催者とのやり取りがいつも不安 

 
これらの項目は、実際に参加したイベントや企画をして感じたことばかり。例えば・・・「販売も可能」という募 
集案内が、「賑やかさ」か「びびっとした空気感」どちらを求めるのか？意識の共有は難しかったりしますね。 
興味のある方は、是非アクセスして「クリック」してみてください。 
今後も、質問内容を変えて継続実施していきたいと思っています。質問項目のリクエストもお待ちしております。 
 

【募集・参加イベントの ＰＲ＆情報提供＝ＦＡＸかＭＡＩＬにて】 
FAX: 0595-52-3845 MAIL: webmaster@g-ring.com  

＊当方のネットワークでＰＲいたします。電話でのアクセスはご遠慮いただいています。 

えこころいすとマガジン ☆ 伊賀び～と版 
「芸術交流活性グループえこころ倶楽部」 05-5号 

特定非営利活動法人うえの託児所ドリーム 
  

 家庭的な雰囲気の託児所で、２４時間保育していま

す。子育ての大切な時期をゆったりとした環境の中で楽

しく子育てしてみませんか？ 

 子育て相談や園庭開放もしています。親子でも、お友

達と一緒にでも、お気軽にお出かけ下さい。 

保育料や保育内容についてもお気軽にご相談下さい。 

 

【参加申込・問い合わせ】 

うえの託児所ドリーム  

伊賀市緑ヶ丘西町2399-1 

電話０５９５（２６）３３２７ 



市民活動を市民自身が支える 

（千葉県市川市の１％支援制度） 

 以前に紹介しました日本で初めて市民税の１％の使い道を市民自ら

が選ぶ千葉県市川市（人口４６万人）の市民活動団体支援制度（１％

支援制度）がスタートしました。その状況を見るため４月２３日に市

川市を訪ねてみました。 

 午前中は、支援を受けたい８１団体のプレゼンテーションの最終日であり、その内の１４団体が順番に持ち時

間５分間をフルに使い、会場の市民およそ７０名を前に自分たちの活動内容をＰＲし、市民税の１％を自分たち

にと呼びかけていました。内容は、脳卒中により失語症となった障害者の支援活動や、図書室で子どもたちに紙

芝居を行う活動、夏に海岸でジャズコンサートを行う企画、東京湾の三番瀬干潟をきれいにしようなど、様々な

団体が参加していました。いずれも「是非私たちに皆さんの１％を！」と訴える様子は選挙中の街頭演説のよう

であり、新たな時代の到来を見るようでした。４月９日から５月１０日の間に、市民各々が支援先団体を指定し

て届け出ることになっています。午後はシンポジウムで、市の担当者は、これまでに支援先の届出を済ました市

民は１３５０人ほどであり、最初の年としては、約２２万人の納税者のうちの１万人くらいはこの制度に参加し

て欲しいと謙虚に説明されていました。この制度は、もともとハンガリーをはじめとする東欧諸国で１９９７年

頃から始められているもので、日本にも当時から紹介がされています。そのハンガリーでは国民全体の１／３が

参加するなど、寄付制度では見られなかった住民への広がりが報告されています。 

 （笹川平和財団のＨＰに詳しい紹介があります。http://www.spf.org/percent.html） 

 これまでから自治体や財団などで行われている市民活動への支援制度との違いは、支援先を市民一人ひとりが

直接指定することです。「市民活動を市民が支える」という言葉どおりのことが仕組みとして始まったことはお

おいに注目に値すると思います。（ＮＨＫのクローズアップ現代で５月１６日に放映が予定されています） 

 さて、伊賀県民局が進める伊賀地域での市民やＮＰＯなどの団体からの協働提案の募集が今年も始まります。

募集日程は、５月１１日から６月３日までで、詳細は、ホームページでご確認下さい。 

 伊賀の「協働塾」・伊賀らしい風情形成事業補助金 http://www.pref.mie.jp/gseikan/hp/ 

 「伊賀びとのおもい」推進民間事業支援補助金 http://www.igabito.jp/vision/ 

 ５月９日（月）午後７：００～９：００に県伊賀庁舎４階で説明会＆意見交換会を開催いたします。今年は伊

賀生活創造圏ビジョン「伊賀びとのおもい」推進民間事業支援補助金や伊賀らしい風情形成事業補助金の募集説

明も同時に行います。是非、皆さんのご参加をお待ちしています。 

伊賀び～と５月号（７） 

はい！こちら伊賀 

県民局ＮＰＯ担当 

竹田です。 
電話 0595(24)8137  
FAX 0595(24)8112  
メール gseikan@pref.mie.jp 

室地聡の一刀両断世相“斬り”（三）      
「福祉の本質は無条件幸福」  

 物事の本質と言えば、“福祉”。世間一般の“福祉”イメージは、多分、生活保

護、介護問題、ヘルパー、デイサービス、障害者、バリアフリー…といった弱者救済

イメージが主流を占めるのではないだろうか。社会的弱者救済は大変重要なテーマで

あることは論ずるまでもないが、それだけでは“福祉”の半面しか見ていないことに

なる。 

 “福祉”の“福”の字の意符は神、音符は酒瓶、“祉”の字の意符は同じく神、音符は止まる（とどまる）

従って“福祉”とは、神さまが天から酒の入った瓶をぶら下げてやって来て、傍らに止まってくれている状態、

つまり至福の状態をあらわしている言葉。またご承知のように英語では、“福祉”のことを”welfare”という

が、この言葉の意味は、（万事が）うまくいっている状態、つまりはしあわせな状態ということになる。 

 こう見てくると、“福祉”“welfare”の目的は共に、幸福の追求、もう少し分かりやすく言えば、ひとりでも

多くの人が、出来ればすべての人が「この世に生を受けてよかった」「この国の国民であってよかった」「伊賀

市の市民であってよかった」としみじみ思える、しかも今際の際（いまわのきわ）にそう思える、そういう地域

社会、国家、世界を作り上げることが最終目標だということになる。そしてそのことはあらゆる政治・行政…い

や人間のあらゆる営みの最終目標。すべてのエネルギーがそれに向かって結集されて然るべきで、“福祉”を限

定的に捉えるのは間違いである。 

 さて殆どの人の考えている“幸福”は相対的なもの、条件付きのものであろう。まず健康でなければ、とおっ

しゃる。健康であればお金が無くてもよいのかというと、やっぱりお金も必要、よき人間関係も欠かせない…そ

して挙げ句どれが欠けても幸福とは言えないという結論に至る。これじゃ“幸福”の領域に達するのは至難の業

だし、ちょっとしたことで簡単に崩れ去ってしまう。そんなあやふやなものが人生の最終目標だなんて情けな

い。絶対的幸福、無条件幸福（ポツダム宣言受諾の無条件降伏に非ず）こそ目指すべきものではないか？無条件

の絶対的幸福とはなにか、またその域に達する方策や如何！それがわからない・・・・・・・・・・残念。 



鬼瓦編集長の市民活動時事批評「個人情報保護」 
 ４月から個人情報保護法が施行されましたが、全国的に様々な分野で混乱が生じているよう

です。ボランティア・市民活動においても個人情報の取り扱いは少なからずあるわけで、あま

り個人情報保護に過敏になりすぎると、学校の連絡網とか災害弱者名簿とか、活動する上で支

障が出てくることがあります。個人情報保護の大義名分で、これまで自然に行われていたボラ

ンティア活動ができなくなってしまうと困りますね。地域社会において独自に保護と利用のバ

ランスのセキュリティシステムを形成していくことが求められてくるでしょう。 

 個人情報保護により、「おたがいさま」とか「支えあい」、「助け合い」とかができなくな

る世の中ってさびしいですね。個人の情報を守るということは、個人そのものの暮らしや生活を守るという前提

でなくてはなりません。いたずらに自主規制してしまうことは、個人の暮らしそのものを否定することになりか

ねません。ボランティアや市民活動分野における個人情報は、一朝一夕に法で縛っていいものでしょうか？ 

伊賀び～と５月号（８） 
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◆窓口＝プラットホーム◆  

伊賀市市民活動支援センター〒518-1395 伊賀市馬場1128番地 多目的集会施設内  

             電話：0595(43)1135 FAX：0595(43)2205 E-mail：igasksc@ict.ne.jp 

名張市社会福祉協議会       〒518-0718 名張市丸之内79 名張市総合福祉センターふれあい   

                                電話：0595(63)1111 FAX：0595(64)3349 E-mail：n.furevc@nava21.ne.jp 

伊賀市社会福祉協議会       〒518-0869 伊賀市上野中町2976-1 上野ふれあいプラザ３階  

 上野支所        電話：0595(21)5866 FAX：0595(26)0002 E-mail：ue-vac@hanzou.or.jp 

 伊賀支所            〒519-1413 伊賀市愛田513 いがまち保健福祉センター「愛の里」   

                                電話：0595(45)1012 FAX：0595(45)1050 E-mail：iga-vac@hanzou.or.jp 

 島ヶ原支所       〒519-1711 伊賀市島ヶ原4743 島ヶ原老人福祉センター「清流」  

                                電話：0595(59)3132 FAX：0595(59)3145 E-mail：shima-vac@hanzou.or.jp  

 阿山支所        〒518-1313 伊賀市馬場1128-1 阿山保健福祉センター  

                                電話：0595(43)1854 FAX：0595(43)1577 E-mail：aya-vac@hanzou.or.jp 

 大山田支所       〒518-1422 伊賀市平田656-1 大山田福祉センター  

                                電話：0595(47)0780 FAX：0595(46)1165 E-mail：oo-vac@hanzou.or.jp 

 青山支所        〒518-0226 伊賀市阿保1988-1 青山福祉センター  

                                電話：0595(52)2999 FAX：0595(52)3555 E-mail：ao-vac@hanzou.or.jp  

Ｗ.Ｔ.Ａまちづくりセンター  〒518-0867 伊賀市上野福居町3317 

                                電話：0595(24)7612 FAX：0595(22)0072 E-mail：nagi-47.4.3@ezweb.ne.jp 

暮らしの情報センター   〒518-0441 名張市夏見字下川原251-1 パークシティなばり２階「C.O.T café 」 
             電話：0595(61)2355 FAX：0595(61)2355 E-mail：cot@e-tuji.com   

 ぷらっと会議のご案内 
５月のぷらっと会議 

【日時】５月１１日（水）18:30～21:00 

【場所】伊賀市青山公民館 

６月のぷらっと会議 

【日時】６月 ８日（水）18:30～21:00 

【場所】伊賀市伊賀支所第２委員会室 

なぎの「ぷらっと会議」通信 
 伊 賀 び ～ と 携 帯 メ ル マ ガ 

購読者募集中！ 
 伊賀び～と掲載内容をイベント直前に配信

したり、伊賀び～とで掲載できなかった情報

も随時流していきます。メルマガの発行は不

定期です。購読希望の方は、パソコン又は携

帯電話から簡単に登録できますので、下記の

ページにアクセスして登録手続きを行って下

さい。i-mode、Vodafone、EZ-webが対応して

います。 

【パソコンからの登録】 

http://www.hanzou.or.jp/merumaga/

igabeat.htm 

【携帯電話からの直接登録】 

http://www.hanzou.or.jp/i/igabeat.htm 

携帯電話の機種を選択し、登録するを選択し

ます。次に自動的にメール画面に切り替わり

ますので、何も書かずに送信して下さい。こ

れで登録完了です。 

 ４月１２日のぷらっと会議には、１７名が出席。地元の大手

企業の社員さんからの相談を元に、各担当者でアイデアを出し

合い、情報提供しました。 

 だんだん企業の中でもボランティア活動への関心が広がって

きているようで、これを機にますます他の企業さんへ広がって

いけばいいなぁという思いがします。 

 たっぷりケース検討で盛り上がったので、これはまた別の日

程を設けて、担当者同士の情報交換会をしなくちゃ！！なんて

思ったのは私だけでしょうか♪ 


